２００５年２月４日
宮内小学校校区保護者並びに講師・教員・地域の皆様へ
「子どもの居場所作り事業」へのお礼
拝呈

　春浅き候、春色が整うのには今暫くの時が居るようですが、御一同様益々御発展の段欣快の極みで御座います。平素より子ども会活動に格別の御助力にあずかり、厚く御礼申し上げます。

扨、昨年６月より実施して居ります。「子どもの居場所作り事業」は講師・子ども会役員の献身は言うに及ばず地域の老人会、女性会、民生委員・児童委員、地域コミュニティの幅広い御支援を戴き、大過なく推移しております。
子ども達には、地域の人達との触れ合いが多い程日常生活への充足感が高い、と言う傾向が見られます。子ども達の思いやりや行動力、協調性、前向きに生きていく力等、心の豊かさは、学校生活だけで身に付くものではなく、家族や同じ地域で暮らす多くの人々達と触れ合いながら得られるものだと、私達は考えております。
地域と家庭と学校が一体となって子ども達を育んでいく、と言う社会環境をもっと日常的なものとする。それが「子どもの居場所作り事業」の目指すところです。

昨年に戴きました御助力に衷心より御礼申し上げますと伴に、今後も一層の御指導、御鞭撻をお願い申し上げます。

頓首再拝
廿日市市子ども会育成連絡協議会

会　長　　本多　誠一

公　印　省　略

２００５年２月４日
「子どもの居場所作り事業」開始から今までの所感

　昨年６月２６日（土）のオープニングセレモニーから６ヶ月を振り返って成果、課題、今後の展開について所感をしたためました。もとより浅学の身ゆえ、文脈定まらず判読しがたいのではと恐懼致しますが、何卒ご高覧頂き、本事業へのご理解を深めて頂ける一助となれば幸甚です。
★本事業を取り組むきっかけ
　本事業を取り組むきっかけとなったものは、ある子ども会の保護者の方から「ゆとり教育」の実施以降、理科の実験等が減って子どもが興味を持つ以前に授業が終わってしまうので「自分達で場所と教材費等を工面するから講師を連れてきて欲しい」との依頼がきっかけでした。明治の頃、学校教育が国民全般に浸透して来るに従って江戸期から続いていた子どもの自治集団である“子ども組”“コヤド”等が“子ども会”へと代わっていく中で、夜適当な家に集まって習字や算盤の練習をする事が流行っていたそうです。これが現在の“子ども会”に繋がる源流ですが、「ゆとり教育」が子ども会の先祖返りを促している様で不思議な気持ちに為ったのを憶えております。
　前述の事を学校や塾に要求するのでなく市子連に戴いたのは、何かの啓示かもしれません。（学校や塾に求めるのは、現実的でないと言うのもあるのでしょうが・・・・）

それを受けて広島県子ども会連合会へ相談をしたところ文部科学省の「地域子ども教室推進事業」を紹介頂きました。これが、校長先生の深い理解の基、学校と子ども会が行政主導ではなく、全国的にも珍しい取り組みが開始されたきっかけです。
★居場所とは・・・
　“子どもの居場所作り”とは言っておりますが「居場所」の考察を無謀にも行ってみたいと思います。

「人は人の中でしか生きていけません」当たり前の事ですが、よほど特殊な事情がない限り他と全く隔絶して生きていくのは不可能です。そうであるのならば、人の「居場所」は人々の中にあると言えます。
田中治彦編著「子ども・若者の居場所の構想」によると「居場所」には「未来への展望という時間軸と現在の位置取りという空間軸とが交差するところ」また、居場所には「他者との関わりによる安心感を得られる場所」という意味があるとされております。
　難しいのでバラしてみます。居場所には３つの要素がある事が示されています。①空間としての居場所　②時間としての居場所　③人間関係としての居場所
①と②空間・時間としての居場所
　生き甲斐とは「居甲斐」と「行き甲斐」の２ッがあって得られるものとしております。空間と時間の居場所が交差するところに人間は生き甲斐を感じ、近未来の自分が展望できるところに居場所がある。居場所がないと言う事は、自分の将来が見えない、先が見えないという不安を伴う。

　③人間関係としての居場所＝承認

　人から認められるという関係性は子どもだけに留まらず大人にとっても非常に重要です。単に人間関係があるだけではなく、承認されている関係である事。しかも相互の承認関係である事が重要です。
「相互承認関係」を考える時、アブラハム・マズロー（1908年～1970年米国の心理学者）は、彼が唱えた欲求段階説の中で、人間の欲求は、５段階のピラミッドの様になっていて、底辺から始まって、１段階目の欲求が満たされると、１段階上の欲求を志すというものです。逆に基本的欲求が根底にあり、そこが満たされないと、成長欲求を満たす事が難しいとしている。

☆　基本的欲求

　一段目　生理的な欲求（生きていく上で根本的な欲求、衣食住、睡眠欲、排泄・・）

　二段目　安全と安定の欲求（身の安全、不確実な状況の回避・・・）

　三段目　愛情・集団所属（社会的欲求、人から愛され認められている、集団に受け入れられている）＝承認欲求
　四段目　尊敬欲求（尊重されている、役割があり、力が認められている）
☆　成長欲求

　五段目　自己実現欲求（自己の成長や発展の機会を希求したり、自己独自の能力の利用および自己の潜在能力の実現を希求したりする欲求）
　現代の子どもと若者に決定的に不足しているのは「承認」。認められてこなかったという不足感、飢餓感、欠乏感をもって多くの子ども達が学齢期を過ごしています。承認される機会が不足している原因の一つには、遊びが足りない、友達と交わっていない、地域社会の中で生きていない事が上げられます。遊びの中で承認される能力は多様で、そこで自尊心が養われるが、学校や塾・スポーツクラブという限られた場では、スポーツが駄目、勉強が駄目だと行き場が無くなってしまう。又限られた場では、限られた基準での承認しか得られません。
　限られた場で、いじめにあい、行き場が無くなると、自分の身体という居場所さえ失ってしまう。自分の体が自分のものであるという感覚を失った状態、自分自身の体にすら住んでいないという感覚。神戸の児童連続殺傷事件で少年は「透明な存在」と表現していました。母親の「まなざし」が強すぎてそこから逃れる為に自分を透明にしてしまった少年が、承認への強い欲求を抱いていたと言われています。
　「居場所」考察は、このまま続けると大変な長文になりそうなので、田中治彦氏の引用で一旦終わりにします。
☆　居場所の意味について

①　居場所は「自分」という存在感と伴にある。

②　居場所は自分と他者との相互承認という関わりに置いて生まれる。

③　居場所は生きられた身体としての自分が、他者・事柄・物へと相互浸透的に伸び広がっていく事で生まれる。

④　同時にそれは世界（他者・事柄・物）の中で自分のポジションの獲得であると伴に、人生の方向性を生む。
☆　居場所喪失の意味について

①　居場所は、他者・事柄・物からの一方的規定によって喪失していく。

②　それは世界の中で「自分」と言うポジション、人生の方向性、存在感の同時喪失を意味している。

③　それはまた自明な世界の喪失でもあり、より安全な世界への引きこもりを促す。
（出典）田中治彦編著「子ども・若者の居場所の構想　教育から関わりの場へ」学陽書房
★子ども会が「居場所作り事業」を担う意義
　本事業を担うのが「何故子ども会なのか」が事業を開始するにあたって素朴な疑問として寄せられました。説明会等でお話をさせて頂いてはおりますが、改めて述べさせて頂きます。私達は、子ども会活動そのものが「子どもの居場所作り」と考えております。
　「子ども会という地域」

その理由として「子どもは町（地域）が育てる」と言われております。子どもは学校や親だけが育てるのではありません。私達の生い立ちを振り返ってみれば容易に理解できるはずです。私達が成長してきたのは親の養育や学校・塾での教育以外に様々な影響を受けての事であったでしょう。野球やサッカーは誰に教わったでしょう。オママゴトを通して母や父の役割を学んだのはどこだったでしょう。学校帰りの寄り道で何を見、感じたでしょう。地域や親戚のお葬式、結婚式、お祭り等々・・・学校よりも地域社会の中でより多くを習得したはずです。

子どもにとって“子どもを育てる地域”とは子ども会のエリアを基本と考えて良いと思います。交通手段や通信技術の発達によって活動領域は広がったとは言え、安心して日々の挨拶を地域の人々と交わせるのは、子ども会のエリアです。

昨今では、災害や凶悪犯罪等が発生した際、子ども会単位での集団登下校が行われます。子どもにとって子ども会のエリアが安心、安全を保証する最小単位であり、またあり続けなければならないと信じております。
「飽和状態の学校教育」

我が国は、明治以降近代化の要として学校教育を重要視してきました。あらゆる教育機能を学校に取り込む事で欧米列強に追いつこうとしました。明治の頃「読み・書き・算盤」を教える事から始まった小学校は、戦後には運動会・学芸会・遠足・修学旅行の学校行事、クラブ・部活動、更に夏期休暇中のプール指導に林間学校、身体検査や給食指導と言った保健や福祉に関する事。早期に英語に親しみ、それから得られる国際協調性の涵養、万引きをした子どもに保護者と伴に警察への同行等の社会教育、果ては、家庭内に於ける子どもの躾に関する事、昨今では児童虐待への対応まで背負い込む事になり、その結果教師の多忙を招き、肝心の教科指導すら充分に行えない事態となっている。ゆとり教育が更に拍車をかけている。
　「子ども会だから出来る事」
　子ども会は、その成り立ちからして伝統的地域社会に残っていた子ども組や小学校の校外組織を基盤としており、その為地域網羅性を色濃く残して居ります。本来子ども会（子ども組）は子どもの自治集団で、大人の干渉のない物として存在しておりました。

　我が国では昔「人は七歳までは神の内」といわれて大切に扱われてきました。これは子どもの言う事なす事を全て無条件に受け入れる事を意味しております。親や大人の子どもへの強い教育的「まなざし」への戒めになっていたようです。

　それで居て幕末の頃の日本の識字率は７０％を超えており、当時の超大国であったイギリスでさえ３０％です。寺子屋では鶴亀算を小さな子達が解いておりました。今で言う４元連立方程式です。世界に冠たる教育大国と言っていいです。
　幕末の頃、日本に来た外国人から「最も子育ての上手な民族」と賞賛されていました。

　今から考えると意外に感じられるかも知れませんが、先祖達の子育てのあり方を振り返ってみる時、大きな示唆を得る事が多分にあります。
　ここで少し脇道の逸れる事をお許し頂き、幕末・明治初期の頃、日本に来た外国人が「日本は子どもの楽園」と表現した風景を紹介致します。

「正月小屋のなかでは、をかしいほどまじめな子どもの自治が行われてゐた。或いは年長者のすることを模倣したのかも知れぬが、その年十五になった者を親玉または大将と呼び、以下順つぎに名と役目とがある。去年の親玉は尊敬せられる実力はなく、これを中老だの隠居だのといつてゐる。指揮と分配とは一切が親玉の権能で、これに楯突く者には制裁があるらしい。七つ八つの家では我が儘な児でも、ここに来ると欣々然として親玉の節度に服している。これをしをらしくもけなげにも感ずるためか、年とつた者は少しでも干渉せず、実際にまた一つの修練の機会とも認めてゐたやうである」
柳田国男「子ども風土記」
「子ども達の主たる運動場はEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(まちなか),街上)である。（中略）子どもは交通の事など少しも構わずに、その遊びに没頭する。彼らは歩行者や、車を引いた人力車夫や、重い荷物を担いだ運搬夫が、独楽を踏んだり、羽根つき遊びで羽根の飛ぶのを邪魔したり、紙鳶の糸を乱したりしないために、少しの迂り路はいとわない事を知っているのである。馬が疾駆してきても子ども達は、騎馬者や馭者を絶望させうる様な落ち着きを持って眺めていて、その遊びに没頭する」　ネットー、ワーグナー共著「日本のユーモア」

「家々の門前では、庶民の子ども達が羽子板で遊んだり又は色々な形の凧を揚げており、馬がそれを怖がるので馬の乗り手には大変迷惑である。親は子ども達を自由に飛び回るに任せているので、通りは子どもでごったがえしている。耐えず別当が馬の足下で子どもを両手で抱き上げ、そっと彼らの戸口の敷居の上におろす」　ブスケ

　こういう情景はメアリ・フレイザーによれば、明治二十年代になっても普通であったらしい。彼女が馬車で市中を行くと、先駆けする別当は「道路の中央に安心しきって座っている太った赤ちゃんを抱き上げながら脇へ移したり、耳の遠い老婆を道の傍らへ丁重に導いたり、実際１０ヤード毎に人命を一つずつ救いながら進む」

　エドウィン・アーノルドは「街はほぼ完全に子ども達のものだ」と感じていた「子ども達は重大な事故を引き起こす心配などこれっぽちもなく、あらゆる街路の真っ只中ではしゃぎ廻るのだ。この日本の子ども達は、優しく控えめな振る舞いといい、品の良い広い袖とひらひらする着物といい、見るものを魅了する。手足は美しいし、黒い目はビーズ玉のよう。そしてその眼で物怖じも羞かみもせずにあなたをじっとみつめるのだ」

　子どもが馬や乗り物をよけないのは、ネットーによれば「大人から大事にされる事に慣れている」からである。彼は言う。「日本ほど子どもが、下層社会の子どもさえ、注意深く取り扱われている国は少なく、ここでは小さな、ませた、子髷をつけた子ども達が結構家族全体の暴君になっている」

　モースは言う。「私は日本が子どもの天国であることを繰り返さざるを得ない。世界中で日本ほど、子どもが親切に取り扱われ、そして子どものために深い注意が払われる国はない。ニコニコしているところから判断すると、子ども達は朝から晩まで幸福であるらしい」

モース「日本その日その日」
　イザベラ・バードは明治１１年の日光での見聞として次の様に書いている。
　「私はこれほど自分の子どもに喜びをおぼえる人々を見た事がない。子どもを抱いたり背負ったり、歩く時は手を取り、子どもの遊戯を見つめたりそれに加わったり、絶えず新しい玩具をくれてやり、野遊びや祭りに連れて行き、子どもが居ないとしんから満足する事がない。他人の子どもにもそれなりの愛情と注意を注ぐ。父も母も、自分の子に誇りを持っている。毎朝６時頃、１２人か１４人の男達が低い塀に腰を下ろして、それぞれ自分の腕に２歳にも為らぬ子どもを抱いて、かわいがったり、一緒に遊んだり、自分の子どもの体格と知恵を見せびらかせたりしているのを見ていると大変面白い。その様子から判断すると、この朝の集まりでは、子どもが主な話題となっているらしい」彼女の眼には、日本人の子どもへの愛はほとんど「子ども崇拝」の域に達している様に見えた。

　現代に生きる私達も、この様な光景に出くわしたら仰天するでしょうね。朝も早くから子どもを抱いて主婦の井戸端会議よろしく、十数人の父親達が自分の子ども自慢を仕合うなどと・・・現代風に言えば「父親の公園デビュー」でしょうか。

　もう少し続けます。

　カッテンディーケは長崎での安政年間の見聞から、日本人の幼児教育はルソーが「エミール」で主張するところとよく似ていると感じていました。
　「一般に親たちはその幼児を非常に愛撫し、その愛情は身分の高下を問わず、どの家庭生活にもみなぎっている」親は子どもの面倒を良く見るが、自由に遊ばせ、ほとんど素裸で路上を駆け回らせる。子どもがどんなにヤンチャでも、叱ったり懲らしたりしている有様を見た事がない。その程度はほとんど「溺愛」に達していて「彼らほど愉快で楽しそうな子ども達は他所では見られない」

　日本人が子どもを叱ったり罰したりしないというのは、少なくとも１６世紀以来の事であったらしい。１６世紀から１７世紀初頭にかけて、主として長崎に住んでいたイスパニア商人アビラ・ヒロンはこう述べている。「こどもは非常に可愛く、六、七歳で道理をわきまえるほど優れた理解を持っている。しかし良い子どもでも、それを父や母に感謝する必要はない。何故なら父母は子どもを罰したり、教育したりしないからである」

　日本人は刀で人の首をはねるのは何とも思わないのに「子どもを罰する事は残酷だという」かのフロイスも言う。「われわれの間では普通鞭で打って息子を懲罰する。日本ではそう言う事は滅多に行われない。ただ言葉によって譴責するだけである」

　ヒロンやフロイスが注目した事実は、オランダ長崎商館員の目にも留まった。ツュンベリは「注目すべき事に、この国ではどこでも子どもを鞭打つ事はほとんどない。子どもに対する禁止や不平の言葉は滅多に聞かれないし、家庭でも船でも子どもを打つ、叩く、殴るといった事はほとんど無かった」
　この事は彼らのあるものの眼には、親としての責任を放棄した放任や甘やかしと写る事があったが。しかし一方、カッテンディーケにはそれがルソー風の自由教育に見えた。

 オールコックは「イギリスでは近代教育のために子どもから奪われつつある一つの美点を日本の子ども達は持っている」と感じていた。
　オイレンブルク伯爵は滞日中「子どもが転んで痛くした時とか、私達がバタバタと馬を駆って来た時に怖くて泣くとか言う以外には、子どもが泣く声を聞いた事がない」
　日本の子どもは泣かないというのは、訪日欧米人のいわば定説だったようです。
　モースも「赤ん坊が泣き叫ぶのを聞く事は滅多になく、私は今までの処、母親が赤ん坊に対して癇癪を起こしているのを一度も見ていない」と書いている。イザベラ・バードも「私は日本の子ども達がとても好きだ。私はこれまで赤ん坊が泣くのを聞いた事がない。子どもが厄介をかけたり、言う事を聞かなかったりするのを見た事がない。英国の母親がおどしたりすかしたりして、子どもをいやいや服従させる技術や脅し方は知られていない様だ」日本の子どもには、親の言いつけを聞かずに泣きわめく様な習慣はなかった。

　日本の子どもが泣かないのをモースは「刑罰もなく、咎められる事もなく、叱られる事もなく、うるさくぐずぐず言われる事もない」からであろうと。ブスケ日本の子どもは確かに甘やかされてはいるが、フランスの庶民の子どもよりよくしつけられていると感じていた。マクレイは日本の親は「子どもをひどく可愛がり甘やかす」といいながら「同時に子どもに対して決して手綱を離さない」と見ていた。

　フレイザー夫人は日本の子どもは「怒鳴られたり、罰を受けたり、くどくど小言を聞かされずとも、好ましい態度を身につけてゆく」といっている。「彼らに注がれる愛情は、ただただ温かさと平和で彼らを包み込み、その性格の悪いところを抑え、あらゆる良いところを伸ばす様に思われます。日本の子どもは決しておびえから嘘を言ったり、過ちを隠したりはしません。青天白日の如く、嬉しい事も悲しい事も隠さず父や母に話し、一緒に喜んだり癒してもらったりするのです」彼女は「小さな家庭では、子どもが全てを牛耳っている」と認めながらこう述べる。「それでもけっして、彼らが甘やかされて駄目になる事はありません。分別が付くと見なされる歳になると・・・いずこも六歳から十歳の間ですが・・・彼らは自ら進んで主君としての位を退き、ただ一日の内に大人になってしまうのです」

　日本の親は子どもを放任しているのではなかった。子どもは小さい時から礼儀作法を仕込まれていたし、アンベールも証言している様に、親の最大の関心は子どもの教育だった。あまやかしや放任の様に見えたのは、これもアンベールが言う通り、親が子どもの「玩具にも遊戯にも祭礼にも干渉しない」からだった。

　イザベラ・バードは何時も菓子を用意していて子ども達に与えたが「彼らは、まず父か母の許しを得てからでないと、受け取るものは一人もいなかった」許しを得るとにっこりと頭を下げ、他の子どもにも分けてやる。「堅苦しすぎるし、少しませている」とバードは感じた。しかし一方「子ども達が遊びの際に自分達だけでやる様に教えられているそのやりかた」に彼女は感心した。「家庭教育の一部は、色々なゲームの規則を習う事である。規則は絶対であり、疑問が生じた場合は、言い争ってゲームを中断するのではなく、年長の子どもの裁定で解決する。彼らは自分達だけで遊び、たえず大人を煩わせるようなことはしない」
　つまり日本の子どもは自分達だけの独立した世界を持ち、大人はそれに干渉しなかったのである。だからこそモースは、日本の子どもが「他のいずれの国の子ども達より多くの自由を持っている」と感じていた。

　大人とは異なる文法を持つ子供の世界を自立したものとして認める文明が徳川期にはあった。子どもの自立した世界を認める文明は、また一方では、大人の生活のあらゆる面に子どもの参加を認める文明でもあった。
　この幕末の頃に現代に生きる私達が、タイムスリップしたらどう思うでしょう。近代化と引き替えに失ったものの大きさに愕然とするのではないでしょうか。

　※　ここに紹介した内容は、幕末の頃訪日した欧米人、明治のお雇い外国人がしたためたものをまとめた、渡辺京二著「逝きし世の面影」から引用致しました。
　アブラハム・マズローが唱えた欲求段階説に当てはめてみたらどうでしょう。かつての子ども達は深い愛情に包まれて、認められ、任されていました。

現在の子ども会はその時代からの贈り物です。子ども会が本来の役割を果たす事が「子どもの居場所作り」になると信じる所以です。２１世紀の視点で捉え直す事が私達の役目と考えます。
　「現在の子ども会が抱える課題」
　子ども会が抱える最大の課題はその指導性にある。多くの場合その指導者は１年交替であり、子ども達の保護者特に母親がこれに当たっている。従って、活動の内容も行事が中心であり毎年変化に乏しい。指導の方法も大人がお膳立てして、子どもはそのプログラムに乗るだけの「お客様」であり、子どもの主体性の向上を期待する事は難しい。発展している子ども会は、中心的な指導者が一定していて長期間にわたって指導に当たっている。

　意欲を持った指導者が長期に渡って活動できる様な体制を必要としている。

　「子ども自ら遊べる集団作りと子どもリーダの育成」

　意欲を持った指導者が長期に渡って活動出来る体制を作ったとしても肝心の指導者が圧倒的に不足しております。この解決には長い時間と沢山の情熱がいります。

市子連の大きな理想目標として子どもが自主的、主体的に活動できる子ども会を作っていきたいと思っております。その為に必要になるのが子どもリーダの存在です。その中核となるのがジュニア・リーダ（注１）です。
柳田国男の「子ども風土記」の中にも紹介されていましたが、遊びの集団として幼児から中学生までが一緒に遊ぶ「タテ集団」であったのが、年齢が近く人数も少ない「ヨコ集団」化しております。また遊びの中身も次第に室内遊びが増えています。

この状態が進行し始めたのは１９６０年代ですから、若い保護者の中には「ガキ大将に率いられた子どもの集団が野や山、町中を群れ遊ぶ」様を経験された事のない方も居られると思います。

子ども集団がヨコ化し、尚かつ小集団になってくるとその中で起こったトラブル、イジメなどが起こると親や教師の手を借りないと自分達では解決できません。仮に解決を見たとしても大人の視点での解決ですから繰り返される可能性を秘めております。子ども同士のトラブルが親同士の諍いに発展する場合がありますから。対応に当たる教師の心労は大変なものと想像できます。益々人間関係が縮こまってしまいますから、子どもの自主的、主体的な活動は神話になりそうです。

子どもの心が解るのは子どもです。前述のイジメに関しても、子ども集団の年長者の裁定には皆素直にききわけます。全てがバラ色ではないですが、大人が児童心理学の本や「大人の何気ない一言が子どもの心を傷つける１００の言葉」などの本を片手に逡巡している間に事態はどんどん進行するよりはましです。一人の優れたジュニア・リーダは百人の教師に優ると思っております。

本市に置いては今までジュニア・リーダの歴史はないに等しいですから、皆さんにはイメージがわきにくいとは思います。ジュニア・リーダ達の活動が活発なところは、本当に子ども会活動を子ども自身が意志決定をし、実行しております。ジュニア・リーダ達の指揮の元に動くのではありません。リーダ達は子ども会会長のサポート役です。「子ども風土記」ではありませんが、おっきなのやちっちゃいのが、おかしいほどまじめな会議をやっています。PTA役員会や町内会の会合の様を真似ているのでしょうか、大人は紫香楽の置物のように、そばに置かれているだけのようです。役割がない訳ではありません。安全面への配慮や場所と空間の確保など、子どもには出来ない下請け仕事が待っています。

大人が子どもを接待する子ども会活動とは随分風景が違います。

（注１）ジュニア・リーダとは。
子ども達への指導、助言の内容、子ども会活動の中で担う責任の範囲、状況を判断する力量などからみて、中学生、高校生（同程度の年齢）のことをいいます。つまり中心になって子ども会活動を行う子どもの指導者です。ジュニア・リーダは他の指導者や育成者の補助的機能を果たすものではなく、独自の指導的役割をもって子ども会を導くものです。また、ジュニア・リーダはその役割を全うするため、理論、方法、実技を履修するとともに、実際活動を通じて常に自らを高める活動をする青少年を言います。
毎年２～３回程度、市子連では県子連、全子連と伴に広島県に留まらず中四国のジュニア達との交流や研修を目的とした研修大会に廿日市ジュニア・リーダ達を派遣しております。履修した内容を単位子ども会で実現できる様、活躍中です。
　「参画のはしご」

　国連子どもの権利条約（1989年採択）によって、地球的課題の一つとして認識されるようになった子どもの参加の権利が、具体的にはどのようにしたら現実のものとなるのか、という点について多くの事例とともにその原理と方法論を具体的に示したロジャー・ハートが提起した「参画のはしご」を紹介致します。子ども会活動・居場所作り事業を推進する上で参考にして頂ければ幸甚です。
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［解説］

１．操り参画・・・「欺き参画」ともいう。取材などで画面に子どもの絵が欲しいために、子どもをお菓子でつって画面に登場させ、視聴者には「子どもも参加していますよ」というメッセージを送るような場合。 
２．お飾り参画・・・子どもをだましてはいないが、子ども自身は意味を分かっていない場合。デモ行進などで子どもに「原発反対」と書いたＴシャツを着せているような場合。 
３．形式的参画・・・「子ども議会」などでよくあるケース。子どもに市長に質問させる。しかし、質問項目のシナリオが与えられていて、事後もそのことを取り上げないような場合。 
以上、１～３は子どもが十分意味を分かって参画していないので、参画とはいえない。 
４．与えられた役割の内容を認識した上での参画・・・そのプログラムについて意見を言ったり決定に参加することはできないが、ともかく何のためにやっているかは子どもは分かっている。学校が行う街頭募金活動などによく見られる。また、子ども歌舞伎などの伝統行事にもよくあるケース。 
５．大人主導で子どもの意見提供ある参画・・・子どもは少なくとも意見をいうことはできる。決定権は大人が握っている場合。 
６．大人主導で意思決定に子どもも参画・・・子どもは意見を言い、最終的な決定を大人と子どもと共同で行うケース。 
７．子ども主導の活動・・・子どもが企画し、運営し、評価をする。学園祭などの出し物ではこのケースがよく見られる。子どもの普段の遊びはほとんどがこれに相当する。 
８．子ども主導の活動に大人も巻き込む・・・学園祭で子どもたちが寸劇を作り、ある場面に先生にも出てもらうようなケース。ハートの参画論は、子ども主導の活動よりも、大人を巻き込む活動を上位に置いていることに特徴がある。
ハートは８段階目をめざして欲しいが、ケースによって４以上であればよい、とも言っている。３以下の「非参加」は絶対に避ける必要がある。 

　「居場所作り事業の課題と展開」
　今取り組んでいる「居場所作り事業」の最大の特徴は、異年齢集団が前提である子ども会単位で取り組んでいるところにあります。子どものタテ集団が崩壊して久しいですが、子ども会活動を通して、またジュニア・リーダを育成する事に関わらせて頂いて思う事は子どもには年齢の近い直近のモデルが必要と痛感します。父や母、教師、地域の大人もモデルではありますが、子ども達から見ると距離がありすぎます。小さな子は大きな子に習い、大きな子は小さな子の面倒を見、良き手本となるように行動する。理想のようですが前述しましたように、私達の先祖は行っていた事です。学校や塾ではでは１００％学べないし、親も教える事が出来ません。今まで大人達がバラバラにしてきた子ども社会を再構築する事を行っているのが本事業です。
　意図的・人工的に作り上げている「居場所」ですがこれに関わり続ける事によって「参画」するコツを身につけ、子ども自らが行動規範と規律を持ち、地域活動を自主的に担っていければ、人工的な「居場所」は必要と無くなる事でしょう。それが「居場所作り」施策や活動の最終目標であろうと考えます。

家庭だけではなく「社会で子育てを」

　「我が子だけを見ていただけでは我が子は育ちません」我が子を通して学校を見たり聞いたり、友達関係の子ども社会を見ていただけでは「子ども理解」は進みません。
　「虫の目と鳥の目」という言葉があります。子ども会は鳥の目で子ども社会を保護者が俯瞰できる絶好の機会です。鳥の目で子ども社会を見ていると皆自分の子の様に可愛く思えてきます。不思議な感覚ですが校長や教員もこの感覚を持っています。鳥の目の視点を持たないと学校教員と教育相談をしても、なかなか話が噛み合いません。
本事業を通して保護者、特にお母さん方には大変なご尽力を戴いている事を承知しております。大変感謝致しております。それと同時に本事業に関わって「今まで良く解らなかった子どもの顔と名前が一致出来た」等のお言葉を戴くと鳥の目線を持つ大人が少しずつ増えているのに心強く思います。
昨今の青少年の問題行動を語る時に「学校の教員が駄目」「親が悪い」と言います。最終的には母親の幼児教育へ結論を持っていってしまいます。市子連の会長として、その恨み辛みを聞かされる事があります。それはお母さんが悪いのではなく、育児の責任を母親一人に負わせている事が原因だと思います。何か起これば全て自分の責任にされてしまうとしたら、子どもに対して先手先手を打たざるを得なくなり、子どもに否定的な事ばかりを言わざるを得なくなります。「母子カプセル」等という言葉が言われて久しいですが、国連は日本にその問題要因となる社会システムを改善しなさいと警告を出す準備をしているそうです。常任理事国になりたい日本政府は抵抗しているようですが・・・・。
昔からトンチンカンな親、バカ母、バカ父は居ました。しかしそのバカが子どもにうつらなかったのは、子どもは地域社会が育てていたからです。

「父親の復権」とか「昔の父親は・・・」とか言われていますが、昔の父親が皆立派でしっかりしていたというのは大嘘です。“のむ”“うつ”“かう”で女房を泣かせる父親や飲んだくれの生活破綻者は山のようにいました。その証拠に昔、若い女性の理想の男性像が“まじめなひと”でした。今は“おもしろいひと”だそうですが、ところがそんな父親が子どもに「おい、座れ！言う事がある」とかいって説教すれば、子どもは一応神妙に聞くのは、たとえ飲んだくれの父親であっても、父親は世間の代弁者だったからです。父親の言うような事は、近所のおじちゃんやおばちゃんも、じっちゃん、ばっちゃんも言う訳です。それは、父親は生活資金を得る「かせぎ」だけではなく、地域社会の公の「おつとめ」も果たしており、父親に逆らう事は世間様に逆らう事だったのです。だからその説教は子どもにも有効だったのです。

ところが今の父親の背後にあるのは「会社世間」しかありません。これは子どもにとっては何の関係もありません。だから親が説教しても「お前には関係ねーよ。俺とちがうとこで生きてんじゃん」となります。正しい認識ではあります。従って親がしっかりしないから・・・・父親が・・が子どもへの説教が有効にならなくなったのではなくて、地域社会が皆で肩を寄せ合いながら生きるような地域性が喪失したから「地域の教育力」が無くなったのです。それ故専業主婦、母親が子どもを抱え込むような状況が出来上がって来たのが戦後です。その母親の就業率が上がり辛うじて母親の努力で維持されていた「地域の教育力」が枯渇してしまったのが現在です。その穴を学校へ、塾へ、その他習い事へでは埋めきれるものではありません。
ここは一つ腹を括って「子どもは地域社会が育てるもの」子どもは親のものだけでなく「社会のもの」と考えを変えてみようではありませんか。
そのほんの一助として本事業が役に立ってくれたらありがたいことです。

次年度へ向けて本年度に経験した事を更に深め「参画」しやすい方法を編み出していかなければならないと考えています。学校校区から講師を排出、育てる取り組みもしてみたいと考えております。お父さん方の出番を作っていけたらと切に希望しております。
　今までお寄せ頂いた以上に知恵と意見を出して頂くことをお願いして、筆を置く事とします。長い乱脈な文を最後までお読み頂きありがとう御座いました。

　次年度も何卒御指導御鞭撻を賜りますようお願い致します。
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